
公民連携に関する事業

堺市役所 公民連携担当



堺市の公民連携事業について

企業×堺市

○ シマノ自転車博物館 × 堺市

・「夏休みこども絵画コンクール」・「こんな自転車欲しかってん！コンテスト」を開催

・受賞作品をシマノ自転車博物館や阪堺電車内、区役所などに展示

○ トヨタ自動車株式会社 × 堺市

・トヨタが開発した「選択した車両のドライブレコーダーの映像を閲覧できるシステム」を消防指令センターに設置

・119番通報では把握しきれない現場の状況を正確に収集

○ 南海電気鉄道株式会社 × 南海バス株式会社 × 堺市

・泉北ニュータウンエリアの住民の移動課題解決に向けてAIオンデマンドバスを実証運行



堺市の公民連携事業について

企業×教育機関×堺市

○ 株式会社グランディーユ × 泉北高校 × 堺市

・泉北ニュータウンの特産品「泉北レモン」を活用した万能調味料「おふくろの味ミクス」を開発

・企画提案は泉北高校生、レシピ開発は株式会社グランディーユ、作り手は障がいのある方と
いうように、様々な主体が連携し、商品開発から販売まで実施

○ ダイドードリンコ株式会社 × 三国ヶ丘高校 × 堺市

・賞味期限の近いドリンクを低価格で販売する自動販売機を堺市役所内に設置

・自動販売機のデザインと、商品を購入した際の御礼の音声を三国ヶ丘高校の生徒会が制作



堺市の公民連携事業

公民連携の方法

堺市による費用負担なし 堺市による費用負担

公民連携実証プロジェクト推進事業

大学との連携事業
（大阪公立大学・関西大学）

さかい・コネクテッド・デスク



公民連携実証プロジェクト推進事業

課
題

○予算要求は前年度に実施するため、スピード感を持った連携ができない。

○課題を持つ事業所管課は新規事業に取り組む事務負担的な余裕がない

○事業所管課と民間事業者による対等な対話の機会が少なく、効果的な新規施策が生まれにくい

◯ 堺市が行政課題テーマを提示し、民間事業者からの提案を募集。

◯ 選定された民間事業者と事業連携協定を締結し、実証プロジェクトを実施。（堺市が一部費用負担）

事前相談

事業者と堺市で「対話」を実施
公募 本申請

採択

庁内委員会で審査し決定

採択された事業者と協議し、「事業連携協定」を締結したうえで実証プロジェクトに着手

公民連携実証プロジェクト推進事業



▶ 幅広く課題設定をしているため

様々な分野の民間事業者が参画できる。

▶ 多角的に行政課題をとらえてもらい、
革新的な実証事業を創出する機会となる。

公民連携実証プロジェクトの特徴

令和６年度

孤独・孤立対策 ひとり親自立支援

健（検）診受診率向上

観光消費額
単価の向上地産地消の推進

幅広い内容の行政課題テーマを複数提示

事前相談制度の導入

本申請前に所管課との「対話」の機会を設定

▶ 課題感の共有 ＆ 提案内容のブラッシュアップ

▶ 本申請に至らない場合でも「対話」を機に所管課と企業のつながりができ、連携のきっかけとなる

採択事業の継続的な連携方法の検討

不採択となった提案や民間事業者のリソースを活用できる手法について、継続的に連係方法を模索。

▶ 民間事業者と堺市がwin-winとなる関係で実施できるよう検討



公民連携実証プロジェクト推進事業（R6実績）

事前相談件数：25件（想定以上…！！）

本申請件数：9件

○4つのツアープランを造成し、計8回のツアー催行分の販売を開始

○外国人インフルエンサーによるPR動画を撮影しYoutubeへ公開

○効果検証の上、令和7年度以降は自社商品として販売（自走化）

関西国際空港

新大阪駅

堺市

大阪市

観光消費額単価の向上 に対する提案を採択！

＜選定事業者＞
WILLER ACROSS株式会社

＜提案内容＞
観光客の「通り道」になっている課題に対して、バス運行ノウハウなどの移動手段を有する強みを活
かして、夜間や朝の時間帯の体験型コンテンツ造成と新たな誘客ルート確立に向けたツアーを造成。



公民連携実証プロジェクト（令和7年度の拡充案）

事業者

・ 広範・複数の課題設定であるため提案しやすい。

・ 事前相談により、「門前払い」されることなく、
所管課と「対話」することができた。

・ 行政課題ごとに1つではなく、全ての提案から
1つしか選ばれないされないため、採択されるの
はハードルが高い

担当部局

・ 事前相談により、行政課題の根本的な要因を
事業者に認識してもらうことで、質の高い提案
を受けることができた。

・ ブレイクスルーを探すという本来の事業目的に鑑
みると、事業者が確実に自走できるような提案
だけでなく、チャレンジングな実証ができるよう、
採択件数を増やしてほしい。

高
評
価

改
善
点

【R6の振り返り】

令和7年度も、新たに課題を整理し
「公民連携実証プロジェクト推進事業」の公募を実施予定！



令和7年度について

○ 行政課題テーマを改めて整理し、複数の幅広い分野の課題を提示

※令和6年度の行政課題テーマの再度提示もあり得ます

○ 課題所管課との「対話」の機会を設定するため、事前相談制度を継続

○採択件数を1件から最大4件へ拡大

令和7年度 公民連携実証プロジェクト推進事業（案）

企業版ふるさと納税による
ご支援をお待ちしています！



◯ ご寄附いただいた会社に感謝状を贈呈します！

◯ 市長または幹部職員からの感謝状贈呈式を執り行います！（ご希望の方のみ）

感謝状贈呈式についてプレスを行います！

◯ 会社名を市ホームページ等に掲載します！（ご希望の方のみ）

企業版ふるさと納税のメリット

◯ 法人関係税の税額控除

◯ 地域貢献、社会貢献、SDGsの達成に寄与する
⇒ 社会貢献に取り組む企業としてのPR効果が期待できる。

◯ 堺市との新たなパートナーシップの構築の可能性が広がる

ご寄附をいただきましたら…

企業版ふるさと納税のご寄附をいただけましたら



お問い合わせ先

さかい・コネクテッド・デスク

堺市 市長公室 政策企画部

公民連携担当（さかい・コネクテッド・デスク）

☎：072-228-0289 ✉：koumin@city.sakai.lg.jp


